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(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイ・ント、 600字以内で作成のこと。 )
近年、医薬品相互作用は複雑化しており、膨大な情報を医師・薬剤師が全て記憶す
るこ.とは困難である。また、今後の医療の実践の場を考慮すると、病院や調剤薬局の
ような医療施設のみならず、在宅において、様々な医療スタッフや患者自身が相互作
用をチェックできるシステムが望まれている。本論文は、医薬品相互作用をユビキタ
スな環境で検索できるシステムの構築を目指して、 Hashtableを利用した汎用性の高
い検索システムの開弟を試みたものである。
その緬果、次のことを明らかにした。 1)開発したシステムは、従来の線形検索牡
に比べて、検索時間が有意に早かった。 2)メモリ使用量やcpu利用率は、開発した
システムの方が大きかったが、 CPU負荷時間は従来のものより患いことから、システ
ム全体としての負荷は開発したシステムの方が軽かった。 3)本システムは、 CSVフ
ォーマットやTCP/工Pを用いているため、汎用性も高く、様々な環境において利用可能
である。従って、申請者はHash tableを初めて医薬品相互作用の検索システムに応用
し、汎用性の高いシステムの開発に成功した。
本論文は、薬物相互作用の検索システムに新しい知見を与えたものであり、最終試
験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値
するも'のと藩められた。
(総字数5 6 1字)
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